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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月21日(2013.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭化水素系電解質を主成分として含む基材層と、
　前記基材層に積層された層であり、高分子材料を主成分として含む表面層と、
　を備え、
　前記高分子材料が、水酸基を有する第１高分子と、スルホン酸基またはリン酸基を有す
る第２高分子とを含み、
　前記第１高分子の分子同士が架橋することによってマトリクスを形成しており、
　前記マトリクスに前記第２高分子が保持されている、固体高分子型燃料電池用の電解質
膜。
【請求項２】
　前記マトリクスは、前記第１高分子の分子間に架橋剤由来の架橋構造を備えている、請
求項１に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項３】
　前記架橋剤は、前記第１高分子の水酸基と反応する官能基を分子内に複数有するもので
ある、請求項２に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項４】
　前記架橋剤は、グルタルアルデヒド、テレフタルアルデヒドおよびスベロイルクロライ
ドからなる群より選ばれる少なくとも１つである、請求項２に記載の固体高分子型燃料電
池用の電解質膜。



(2) JP 2009-295572 A5 2013.4.11

【請求項５】
　前記第１高分子が、ビニル樹脂および／または多糖類である、請求項１～４のいずれか
１項に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項６】
　前記ビニル樹脂が、ポリビニルアルコールおよび／またはエチレン-ビニルアルコール
共重合体である、請求項５に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項７】
　前記多糖類が、キチン、キトサンおよびセルロースからなる群より選ばれた少なくとも
１つである、請求項５に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項８】
　前記第２高分子が、水溶性を有するスルホン化ポリアリーレンである、請求項１～７の
いずれか１項に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項９】
　前記第２高分子が、ポリスチレンスルホン酸、ポリビニルスルホン酸、ポリ-2-アクリ
ルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸、水溶性スルホン化ポリエーテルエーテルケトン
および水溶性スルホン化ポリエーテルスルホンからなる群より選ばれた少なくとも１つで
ある、請求項１～７のいずれか１項に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項１０】
　前記表面層が、前記基材層を挟むように当該基材層の上面および下面に設けられている
、請求項１～９のいずれか１項に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜。
【請求項１１】
　前記基材層を構成する炭化水素系電解質が、スルホン化ポリイミドまたはスルホン化ポ
リアリーレンである、請求項１～１０のいずれか１項に記載の固体高分子型燃料電池用の
電解質膜。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の電解質膜と、
　前記電解質膜を挟むように配置された一対の電極と、
　を備えた、膜－電極接合体。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の膜－電極接合体を発電要素として有する、燃料電池。
【請求項１４】
　炭化水素系電解質を主成分として含む基材を準備する工程と、
　水酸基を有する第１高分子と、スルホン酸基またはリン酸基を有する第２高分子とを含
む溶液を調製する工程と、
　前記溶液を用いて、前記第１高分子の分子同士を架橋することによって形成されたマト
リクスに前記第２高分子が保持された高分子材料を主成分として含む表面層を前記基材上
に形成する工程と、
　を含む、固体高分子型燃料電池用の電解質膜の製造方法。
【請求項１５】
　前記溶液が、前記第１高分子および前記第２高分子の水溶液であり、
　前記表面層を形成する工程が、前記水溶液を前記基材に塗布する工程と、前記基材上で
、前記第１高分子の分子同士を架橋する工程とを含む、請求項１４に記載の固体高分子型
燃料電池用の電解質膜の製造方法。
【請求項１６】
　前記表面層を形成する工程において、架橋剤を用いて前記第１高分子の分子同士を架橋
させる、請求項１４または１５に記載の固体高分子型燃料電池用の電解質膜の製造方法。
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